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電動車椅子サッカーに関する安全性と今後の課題について
異国 敏 目時英治* 柳原正文
本研究は電動車椅子サッカーの岡山県における活動状況を把握し，このスポーツを安全に
行う方法について検討することを目的とした。対象は脊髄損傷 (A群)，脳性麻痔 (B群)， 
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時間(前半) 前部 後部 右側 左側
5min 4 (5) 0(0) 0(1) 1 (2) 
10min 1 (7) 。(0) 1 (1) 2 (9) 
15 min o (5) 。(0) 1 (2) o (3) 
20min 4 (8) 1 (1) 2 (1) o (7) 
前半合計 9(25) 1 (1) 4 (5) 3(21) 
時間(後半) 前部 後部 右側 左側
5min 1 (5) 。(0) 1 (2) o (5) 
10min 2 (5) 0(0) o (1) 1 (7) 
15 min o (5) 。(0) o (5) o (3) 
20min 1 (4) 0(0) 1 (2) 1 (4) 
後半合計 4 (19) 0(0) 2(10) 2(19) 
総計 13(44) 1 (1) 6(15) 5 (40) 
カッコ内はポールを介しての衝突回数
表3 第2戦での衝突回数
時間(前半) 前部 後部 右側 左側
5min 5 (12) 0(1) 1 (3) 3 (5) 
10min 4 (3) 0(1) 1 (1) 1 (4) 
15 min 1 (7) 0(2) 1 (1) o (2) 
20min 3 (1) 0(1 ) 0(3) 2 (2) 
前計 13(23) 0(5) 3 (8) 6 (13) 
時間(後半) 前部 後部 右側 左側
5min 1 (6) 3 (0) o (1) 1 (9) 
10min 5 (7) 2 (3) o (6) 2 (2) 
15 min 4 (5) 1 (0) 1 (2) o (5) 
20min 1 (3) 1 (1) 2 (2) 1 (5) 
後半合計 11 (21) 7 (4) 3 (11) 4(21) 
総計 24(44) 7 (9) 6 (11) 10 (34) 
カッコ内はボールを介しての衝突回数
表4 第3戦での衝突回数
時間(前半) 前部 後部 右側 左側
5min 1 (5) 。 1 (3) 1 (3) 
10min 1 (7) 。 o (2) o (4) 
15 min 2 (12) 0(1) 1 (6) o (1) 
20min 6(10) 。 1 (1) o (6) 
前半合計 10(34) 0(1) 3 (12) 1 (14) 
時間(後半) 前部 後部 右側 左側
5min 2 (4) 0(1) o (6) o (6) 
10min 5 (6) 0(1) o (2) 2 (7) 
15 min 1 (11) 0(1) o (4) 2 (5) 
20min 8(10) 1 (0) o (2) 1 (8) 
後半合計 16(31) 1 (3) 0(14) 5 (26) 





































A群(脊髄損傷) 5 7 7 
B群(脳性麻痩) 1 0 5 
C群(筋ジストロフィー ) 4 6 3 
合 計 10 13 15 
表6 相手チームの選手に危険をおよぼした回数
l試合 2試合 3試合
A群(脊髄損傷) 2 4 8 
B群(脳性麻癖) 1 0 2 
C群(筋ジストロフィー ) 1 3 1 
表7 危険な衝突の部位別回数
前部後部右側左側
A群(脊髄損傷) 7 。7 5 
B群(脳性麻薄) 3 。2 l 
C群(筋ジストロフィー ) 4 l 2 6 
表8 危険な衝突の状況別回数
スピン 浮揚 身体衝突
A群(脊髄損傷) 11 7 
B群(脳性麻埠) 2 4 。
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